
今年の北見ぼんちまつり（７/19・20）の会場は５年ぶりに
中心商店街となります。昨年に引き続き正調よさこい鳴子踊
りが披露されます（写真はいずれも昨年）。女性会の「小学
生環境・エネルギー問題絵画コンクール」も５年ぶり（６
/15）に実施されました。
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Ｑ 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
の
推
進
は

 

Ａ 

周
知
に
努
め
た
い

　
１　
経
済
活
性
化
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

　

要
望
＝
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣

言
」
の
推
進
（
新
）

　

回
答
＝
中
小
企
業
者
に
経
営
環
境
悪
化

の
し
わ
寄
せ
が
及
ば
な
い
よ
う
適
正
な
価

格
転
嫁
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
だ
が
、

未
だ
十
分
な
価
格
転
嫁
が
進
ん
で
い
な
い
。

望
ま
し
い
取
引
慣
行
の
遵
守
な
ど
を
宣
言
・

公
表
す
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣

言
」
に
つ
い
て
市
内
企
業
へ
の
周
知
に
努

め
て
い
き
た
い
。

　

要
望
＝
地
域
経
済
活
性
化
に
繋
が
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
取
り
組
み
の
推
進
（
新
）

　

回
答
＝
ラ
ピ
ダ
ス
社
進
出
に
伴
う
道
内

経
済
へ
の
幅
広
い
波
及
効
果
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
市
長
会
を
通
じ
て
北
海
道
に
要
望

し
て
き
た
。
さ
ら
な
る
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
た
め
今
後
も
引
き
続
き
要
望
活

動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
北
見
工
業
大

学
を
有
す
る
優
位
性
を
生
か
し
た
デ
ジ
タ

ル
人
材
の
育
成
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

要
望
＝
公
共
工
事
の
早
期
発
注
と
地
元

企
業
へ
の
優
先
発
注
の
確
保

　

回
答
＝
今
後
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
地

元
企
業
へ
の
発
注
を
基
本
と
し
、
受
注
機

会
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。
発
注
予

定
工
事
情
報
を
公
表
し
て
お
り
、
可
能
な

限
り
早
期
発
注
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ 

立
地
適
正
化
計
画
施
策
の
推
進
は

 

Ａ 

再
開
発
、
ま
ち
な
か
居
住
に
取
り
組
む

　
２　

�

安
全
・
安
心
な
都
市
基
盤
整
備
の

　
　
　
推
進
に
つ
い
て

　

要
望
＝
Ｊ
Ｒ
石
北
本
線
の
維
持
お
よ
び

存
続
に
向
け
た
利
用
促
進
の
啓
蒙
・
啓
発

　

回
答
＝
今
後
も
引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
北
海
道

や
沿
線
自
治
体
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
、
維
持
・
存
続
に
向
け
た
活
動
を
実

施
し
て
い
き
た
い
。

　

要
望
＝
安
定
か
つ
効
率
的
な
道
内
物
流

体
制
の
維
持
・
確
保

　

回
答
＝
今
後
も
オ
ー
ル
北
海
道
で
、
国

や
北
海
道
な
ど
に
対
し
、
農
産
物
の
貨
物

輸
送
を
は
じ
め
、
北
海
道
の
持
続
的
な
物

流
体
制
の
維
持
・
確
保
に
向
け
、
要
望
し

て
い
き
た
い
。

　

要
望
＝
地
元
公
共
交
通
機
関
の
維
持
・

存
続

　

回
答
＝
持
続
可
能
な
交
通
体
系
の
構
築

に
向
け
、
令
和
２
年
度
に
北
見
市
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
を
策
定
し
、
バ
ス
乗

車
券
等
配
布
事
業
や
バ
ス
乗
り
方
教
室
な

ど
を
実
施
し
て
き
た
。
６
年
度
か
ら
は
持

続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
の
構
築
に
向
け
、

公
共
交
通
連
携
推
進
員
と
し
て
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
現
在
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、
バ
ス
や

タ
ク
シ
ー
な
ど
公
共
交
通
の
利
用
促
進
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　

要
望
＝
北
見
市
立
地
適
正
化
計
画
に
お

け
る
施
策
の
推
進
（
新
）

　

回
答
＝
北
見
市
立
地
適
正
化
計
画
の
策

定
に
よ
り
、
中
央
大
通
沿
道
地
区
第
１
種

市
街
地
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
、
国
交
付

金
が
か
さ
上
げ
さ
れ
た
。
今
後
は
、
公
営

住
宅
の
整
備
等
に
よ
る
ま
ち
な
か
居
住
の

推
進
、
市
営
住
宅
の
集
約
や
空
き
家
の
流

通
促
進
に
よ
る
居
住
の
誘
導
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
３　
中
心
市
街
地
活
性
化
の
推
進
に

　
　
　
つ
い
て

　

要
望
＝
北
見
市
中
央
大
通
沿
道
地
区
第

１
種
市
街
地
再
開
発
事
業
へ
の
協
力

　

回
答
＝
令
和
６
年
度
は
工
事
継
続
の
た

め
の
必
要
な
予
算
を
確
保
。
６
年
８
月
に

は
休
日
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す
る

予
定
。
今
後
も
事
業
が
円
滑
に
推
進
で
き

る
よ
う
国
交
付
金
も
含
め
必
要
な
予
算
を

確
保
す
る
な
ど
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

　

要
望
＝
空
き
店
舗
対
策
事
業
等
に
対
す

る
さ
ら
な
る
支
援

　

回
答
＝
令
和
６
年
度
に
中
心
商
店
街
新

規
出
店
事
業
費
補
助
金
を
創
設
。
今
後
も

貴
商
工
会
議
所
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し

な
が
ら
各
種
取
り
組
み
に
対
し
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

後
継
者
に
悩
む
事
業
者
支
援
は

Ａ 

事
業
継
承
含
め
経
営
基
盤
強
化
図
る

　
４　

�

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
経
営

基
盤
の
強
化
に
つ
い
て

　
要
望
＝
事
業
者
が
進
め
る
Ｄ
Ｘ
導
入（
デ

ジ
タ
ル
化
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
）
支
援

　

回
答
＝
国
の
支
援
の
周
知
を
図
る
と
と

当所の総合的経済活性化に関わる要望に対する

北 見 市 の 回 答
　当所が４月、北見市に行った５分野27項目の「北見
市の総合的経済活性化に関わる要望」に対する回答が５
月下旬に届きました。新規要望への回答を中心に紹介し
ます。（写真は要望する舛川誠会頭と耳を傾ける辻直孝
市長＝右＝）
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も
に
、
地
域
雇
用
活
性
化
推
進
事
業
の
Ｄ

Ｘ
推
進
研
修
を
通
じ
て
、
Ｄ
Ｘ
導
入
に
向

け
た
機
運
醸
成
に
努
め
る
ほ
か
、
進
出

Ｉ
Ｔ
企
業
や
北
見
工
業
大
学
、
地
元
専
門

学
校
等
と
連
携
を
図
り
、
デ
ジ
タ
ル
ス
キ

ル
習
得
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
に
よ
る
リ
ス

キ
リ
ン
グ
（
技
能
の
再
習
得
）
を
実
施
し
、

習
得
し
た
技
術
を
活
用
し
地
元
企
業
へ
の

採
用
や
就
職
に
結
び
つ
け
る
な
ど
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
促
進
を
支
援
し
て
い
く
。

　

要
望
＝
後
継
者
に
悩
む
事
業
者
と
創
業

希
望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
（
新
）

　

回
答
＝
北
見
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
が
事
業
承
継
を
は
じ
め
、
資
金

繰
り
や
雇
用
労
務
管
理
、
新
規
事
業
等
に

関
す
る
個
別
無
料
相
談
会
を
実
施
し
て
お

り
、
引
き
続
き
同
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
関

係
機
関
と
連
携
し
事
業
承
継
を
含
む
経
営

基
盤
強
化
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

要
望
＝
北
見
市
創
業
促
進
補
助
金
の
拡

充
（
新
）

　

回
答
＝
令
和
６
年
度
に
創
設
し
た
中
心

商
店
街
新
規
出
店
支
援
事
業
費
補
助
金
制

度
は
創
業
促
進
補
助
金
制
度
と
併
せ
て
利

用
で
き
る
。
創
業
促
進
だ
け
で
は
な
く
、

事
業
継
続
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
創
業

後
に
直
面
し
た
経
営
課
題
な
ど
に
つ
い
て

相
談
で
き
る
場
と
し
て
、
令
和
５
年
度
か

ら
創
業
者
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
個
別
相
談
会

を
開
催
し
て
い
る
。
引
き
続
き
創
業
・
起

業
意
識
の
醸
成
と
支
援
に
努
め
て
い
く
。

　

要
望
＝
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
確
保
と

定
着
支
援
の
実
施

　

回
答
＝
外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
代
わ

る
新
た
な
制
度
の
法
案
審
議
が
国
会
で
行

わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
確
保
と

定
着
支
援
に
向
け
て
、
関
係
機
関
と
連
携

し
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

Ｇ
Ｘ
環
境
整
備
の
推
進
は 

Ａ 

事
業
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
等
に
努
め
る

　
５　
当
地
域
の
産
業
振
興
に
つ
い
て

　
要
望
＝
カ
ー
リ
ン
グ
・
ア
ニ
メ
コ
ン
テ

ン
ツ
等
を
活
用
し
た
新
た
な
観
光
振
興
の

推
進

　
回
答
＝
カ
ー
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
首
都

圏
で
開
催
す
る
旅
行
会
社
と
の
商
談
会
で

の
周
知
な
ど
を
行
い
、
誘
客
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
今
後
も
Ｐ
Ｒ
を
進
め
た
い
。
ア

ニ
メ
コ
ン
テ
ン
ツ
等
に
つ
い
て
は
観
光
関

係
団
体
や
出
版
社
、
制
作
会
社
と
の
協
議

を
進
め
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
主
人
公
な

ど
の
等
身
大
パ
ネ
ル
な
ど
を
設
置
し
「
聖

地
巡
礼
」
な
ど
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い
る
。
今

後
も
新
た
な
観
光
振
興
に
努
め
て
い
く
。

　
要
望
＝
事
業
所
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素

排
出
量
の
見
え
る
化
の
取
り
組
み
推
進
、

Ｇ
Ｘ
に
対
す
る
環
境
整
備
の
推
進
（
新
）

　
回
答
＝
脱
炭
素
に
資
す
る
事
業
の
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
国
や
北
海
道
に
よ
り
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
策
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
支
援
策
の
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
き
た
い
。
市
独
自
の
支
援
策
に
つ
い
て

は
、
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
、
有
利
な
財

源
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

網走営業所・遠軽営業所
紋別営業所・中標津営業所

https://www.ohtsuki-r.co.jp

市街地再開発への協力、
中心市街地活性化の推進は…
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■ JR北見コンテナセンター 北見市大通東２丁目８番地
TEL（0157）23-3181 FAX（0157）23-8161

■ 札 幌 支 店 札幌市白石区流通センター3丁目1-4
TEL（011）865-3135 FAX（011）865-8167　

■ オ ホ ー ツク 支 店 網走郡美幌町美里21番地1
TEL（0152）73-3148 FAX（0152）73-3149

株式
会社中神土木設計事務所

代表取締役  中　神　　拓
本　　社　北見市寿町3丁目5の4
　　　　　TEL（0157）25-2021  FAX（0157）61-0552

札幌営業所　札幌市北区北14条西1丁目2-5 三晃ビル4F 
　　　　　TEL（011）736-8612  FAX（011）736-8613

　

令
和
5
年
度
事
業
報
告
で
は
、
①
政
策

提
言
・
要
望
活
動
の
積
極
的
な
展
開
、
②

賑
わ
い
と
活
力
あ
ふ
れ
る
街
づ
く
り
の
推

進
、
③
中
小
・
小
規
模
企
業
の
経
営
基

盤
及
び
人
材
確
保
の
強
化
、
④
産
業
振
興

の
推
進
な
ど
5
つ
の
柱
に
係
る
事
業
の
実

施
状
況
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
パ
ラ
ボ
、
パ

ラ
き
た
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
と
連
携
し
た
街
あ
る
き

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
事
業
、
小
規
模
事
業
者

経
営
改
善
資
金
（
マ
ル
経
融
資
）
の
推
薦

件
数
・
金
額
（
21
件
・
1
億
６
２
６
３
万

円
）
、
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の

申
請
支
援
・
採
択
件
数
（
22
件
・
7
件
）
、

学
生
を
対
象
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

の
開
催
、
創
業
セ
ミ
ナ
ー
（
入
門
、
実

践
）
や
個
別
相
談
な
ど
で
創
業
に
結
び
つ

い
た
件
数
（
41
人
）
、
専
門
相
談
事
業
の

件
数
（
１
１
１
件
）
、
事
業
承
継
に
係
る

相
談
の
件
数
（
１
２
１
件
）
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
会
議
の
実
施
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
収
支
決
算
で
は
、
事
業
の

見
直
し
や
経
費
節
減
に
よ
り
事
業
費
、
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
に
よ
り
旅
費
交
通
費
が
減

少
。
積
立
金
（
特
別
基
金
積
立
金
３
０
０

万
円
、
全
道
大
会
積
立
金
２
０
０
万
円
）、

操
出
金
（
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計

等
）
が
増
加
し
ま
し
た
。
委
託
事
業
会
計

で
は
、
各
種
事
業
の
委
託
手
数
料
の
見
直

し
に
よ
り
事
業
収
入
等
が
増
加
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
、
一
般
会
計
な
ど
、
主

要
７
会
計
の
決
算
は
、
収
入
が
３
億
８
２

０
７
万
２
１
４
３
円
、
支
出
が
３
億
７
３

６
６
万
１
８
１
２
円
で
、
差
し
引
き
残
高

は
８
４
１
万
３
３
１
円
。

　

５
年
度
の
新
入
会
員
数
は
51
社
（
人
）、

退
会
会
員
は
55
社
（
人
）
で
、
同
年
度
末

の
会
員
数
は
年
度
当
初
よ
り
４
社
（
人
）

減
の
１
７
０
６
社
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

常
議
員
会
で
は
、
議
決
事
項
と
し
て
、

令
和
６
年
度
当
所
表
彰
（
案
）
、
５
年
度

事
業
報
告
・
各
会
計
収
支
決
算
が
承
認
。

通
常
議
員
総
会
で
は
、
同
事
業
報
告
、
同

収
支
決
算
の
監
査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

常
議
員
会
、
通
常
議
員
総
会
の
報
告
事

項
と
し
て
、
議
員
の
職
務
を
行
う
者
の
変

更
、
来
年
当
所
が
主
管
す
る
第
73
回
全
道

商
工
会
議
所
大
会
北
見
大
会
実
施
部
会
の

構
成
、
北
見
市
の
総
合
的
経
済
活
性
化
に

関
わ
る
要
望
に
対
す
る
市
の
回
答
（
概
要

は
本
誌
１
・
２
頁
記
載
）
、
北
海
道
商
工

会
議
所
連
合
会
第
２
０
１
回
通
常
会
員
総

会
、
第
１
０
２
回
東
北
海
道
商
工
会
議
所

連
絡
協
議
会
要
望
活
動
な
ど
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

議
員
の
職
務
を
行
う
新
任
者
は
、
㈱
北

海
道
ガ
ス
北
見
支
店
長
小
野
田
禎
久
氏
、

水
元
建
設
㈱
代
表
取
締
役
水
元
曜
氏
。

　

舛
川
誠
会
頭
は
、
通
常
議
員
総
会
の
冒

頭
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
会
議
所
の
事
業

活
動
、
経
済
情
勢
、
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
の
開

催
な
ど
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
来
年
５

月
の
完
成
に
向
け
て
建
設
が
進
む
北
見
経

済
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
再
開
発
事
業
の
推
進
、

第
73
回
全
道
商
工
会
議
所
大
会
北
見
大
会

（
令
和
７
年
７
／
４
、
５
）
の
開
催
な
ど
に

意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

同
全
道
大
会
で
は
、
４
日
に
ゴ
ル
フ
大

会
、
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
、
懇
親
会
、
５

日
に
本
大
会
、
記
念
講
演
を
予
定
。
各
部

　６月の第334回常議員会（５日）、第220回通常議員総会（24日）＝写真＝で、
令和５年度事業報告、同一般会計・各特別会計収支決算、当所が主管する来年の
第73回全道商工会議所大会北見大会の実施部会の構成などが承認されました。

令和５年度事業報告、各会計収支決算を承認
第334回常議員会・第220回通常議員総会
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会
の
委
員
構
成
は
以
下
の
通
り
決
ま
り
ま

し
た
。

　

▼
大
会
運
営
・
式
典
・
講
演
部
会
（
渡

部
徳
章
部
会
長
、
23
人
）
▼
懇
親
部
会
（
小

柳
亨
信
部
会
長
、
23
人
）
▼
視
察
・
エ
キ

ス
カ
ー
シ
ョ
ン
部
会
（
柏
尾
典
秀
部
会
長
、

15
人
）
▼
ゴ
ル
フ
部
会
（
京
塚
啓
司
部
会
長
、

14
人
）

　

議
員
総
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
令
和
６

年
度
当
所
表
彰
、
北
海
道
商
工
会
議
所
連

合
会
表
彰
（
伝
達
）
の
被
表
彰
者
は
以
下

の
通
り
（
敬
称
略
）。

	

（
担
当　

酒
井 

正
則
）

　
［
令
和
６
年
度
当
所
表
彰
］（
敬
称
略
）

　

♢
元
副
会
頭 

故 

黒
部　

哲
哉
（
退
任
）

　

♢
副
会
頭　
　

  

河
合　

昭
徳
（
10
年
）

　

♢
常
議
員　
　

  

飯
田　
　

守
（
同
）

　
　
　
　
　
　
　

  

亀
井　
　

滋
（
同
）

　
　
　
　
　
　
　

  

小
柳　

亨
信
（
同
）

　
　
　
　
　
　
　

  

主
藤　

雅
裕
（
同
）

　
　
　
　
　
　
　

  

高
橋　

廣
志
（
同
）

　
　
　
　
　
　
　

  

原
谷　

真
人
（
同
）

　
　
　
　
　
　
　

  

渡
部　

徳
章
（
同
）

　

♢
議　

員　
　

  

佐
藤　

貴
彦
（
同
）

　
　
　
　
　
　
　

  

佐
藤　

洋
二
（
同
）

　
　
　
　
　
　
　

  

松
井　

順
仁
（
同
）

　

♢
職　

員
（�

北
見
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長

） 

　
　
　
　
　
　
　

  

竹
中　

秀
之
（
30
年
）

［
令
和
６
年
度
北
海
道
商
工
会
議
所
連
合

会
表
彰
］（
敬
称
略
）

　

♢
元
副
会
頭 

故 

黒
部　

哲
哉
（
退
任
）

　

♢
常
議
員　
　

  

荒
井　
　

勉
（
25
年
）

　
　
　
　
　
　
　

  

久
島　

和
俊
（
同
）

　

♢
監　

事　
　

  

戸
田　

龍
一
（
同
）

　

♢
議　

員　
　

  

安
部　

彰
人
（
同
）

　

♢
副
会
頭　
　

  

河
合　

昭
徳
（
10
年
）

　

♢
常
議
員　
　

  

飯
田　
　

守
（
同
）

　
　
　
　
　
　
　

  

亀
井　
　

滋
（
同
）

　
　
　
　
　
　
　

  

小
柳　

亨
信
（
同
）

　
　
　
　
　
　
　

  

主
藤　

雅
裕
（
同
）

　
　
　
　
　
　
　

  

高
橋　

廣
志
（
同
）

　
　
　
　
　
　
　

  

原
谷　

真
人
（
同
）

　
　
　
　
　
　
　

  

渡
部　

徳
章
（
同
）

　

♢
議　

員　
　

  

佐
藤　

貴
彦
（
同
）

　
　
　
　
　
　
　

  

佐
藤　

洋
二
（
同
）

　
　
　
　
　
　
　

  

松
井　

順
仁
（
同
）

　

♢
専
務
理
事　

  

服
部　

浩
司
（
45
年
）

　

♢
職　

員
（
総
務
部
）

　
　
　
　
　
　
　

  

池
田　

嘉
孝
（
同
）

　
　
　
　
　

（�

北
見
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長

） 

　
　
　
　
　
　
　

  

竹
中　

秀
之
（
30
年
）

　

総
務
委
員
会
（
５
／
14
）
で
は
、
第
74

回
会
員
事
業
所
永
年
勤
続
従
業
員
表
彰
の

審
査
・
予
算
な
ど
承
認
し
ま
し
た
。

委
員
会
の
開
催
状
況

　第102回東北海道商工会議所連絡協議会が５月17日、道東９商
工会議所の役員・議員、来賓168人（当所から舛川会頭はじめ13
人）の出席により、紋別市で開催されました。
　議案審議では、提出された中小企業振興４件、運輸観光11件、
地域振興21件、特別提案12件の計48件が幹事の帯広商工会議所か
ら一括提案され、全て満場一致により採択されました。
　同採択案件については、６月12日、同協議会会頭・専務理事が
関係省庁・機関に要望活動を行うとともに、７月６日、岩見沢市
で開催の第72回全道商工会議所大会に上程されました。
	 （担当　酒井 正則）

　第72回全道商工会議所大会が７月６日、道内42商工会議所から
役員・議員ら約380人の出席により、岩見沢市で開かれました。
　東北海道商工会議所連絡協議会をはじめ全道各地から提出され
た要望項目を取りまとめ、「現下の状況を打開する早急な景気・
経済対策の実行」「人手不足への対応強化並びに地域人材の確
保・育成の推進」「中小・小規模事業者の事業活動を支える環境
整備」など10議案と、特別提案「商工会議所の経営支援体制の拡
充・強化」など２議案が採択されました。
　当所は、来年、主管する第73回全道大会北見大会に備える準備
の一環として、例年を大幅に上回る31人が出席。壇上で同北見大
会、北見市のＰＲを行いました。	 （担当　酒井 正則）

全道商工会議所大会　12議案採択、来年の北見大会PR

東北海道商工会議所連絡協議会　48件採択し要望活動
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当
所
の
会
員
事
業
所
永
年
勤
続
従
業
員

表
彰
式
が
６
月
19
日
、
被
表
彰
者
、
事
業
主
、

当
所
役
員
・
議
員
の
出
席
に
よ
り
、
ホ
テ

ル
黒
部
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
表
彰
は
、
昭
和
26
年
か
ら
始
ま
り
、

今
年
で
74
回
目
。
被
表
彰
者
は
、
40
年
勤

続
6
人
、
30
年
勤
続
14
人
、
20
年
勤
続
22
人
、

10
年
勤
続
31
人
の
計
73
人
。

　

表
彰
式
で
は
、
舛
川
誠
会
頭
が
長
年
の

勤
務
に
敬
意
を
表
し
、
表
彰
を
祝
う
と

と
も
に
、「
培
わ
れ
て
き
た
専
門
的
な
知

識
、
技
術
、
豊
富
な
経
験
を
さ
ら
に
発
揮
し
、

人
材
育
成
、
指
導
、
技
術
の
継
承
に
努
め
、

市
の
産
業
の
振
興
・
発
展
に
尽
力
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
総
務
委
員
会
の
坂
井

浩
委
員
長
に
よ
る
審
査
経
過
報
告
に
続
き
、

舛
川
会
頭
か
ら
40
年
と
30
年
勤
続
表
彰
の

被
表
彰
者
一
人
一
人
、
20
年
と
10
年
勤
続

表
彰
の
被
表
彰
者
の
代
表
者
に
表
彰
状
と

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
来
賓
の
辻
󠄀直
孝
市
長
は
「
こ

れ
か
ら
も
企
業
や
地
域
か
ら
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
よ
り
一
層
研
鑽
、
後

進
の
育
成
に
も
尽
力
さ
れ
、
事
業
所
の
さ

ら
な
る
発
展
に
寄
与
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
」、
北
見
公
共
職
業
安
定
所
の
永
田

伸
彦
所
長
は
「
皆
さ
ま
は
会
社
や
地
域
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
宝
。
技
術
や
技

能
、
生
き
が
い
や
働
き
が
い
を
後
進
に
伝

え
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
祝
辞
。

　

最
後
に
被
表
彰
者
を
代
表
し
て
40
年
勤

続
表
彰
を
受
け
た
和
田
博
さ
ん
（
天
内
工

業
）
が
「
こ
れ
か
ら
も
本
日
の
感
激
を
忘

れ
ず
、
ま
す
ま
す
精
励
勤
務
し
て
職
場
を

通
じ
て
皆
様
の
期
待
に
沿
う
よ
う
努
力
す

る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。	

（
担
当　

大
野 

縁
）

【40年勤続表彰】
　土屋則行（三和工業）、塩浜
隆治（同）、宇野一秋（光化成）、
太田一慶（天内工業）、和田博

（同）、石田則子（ユー美容室）　

【30年勤続表彰】
　山内聡（五十嵐建設）、本保
清嗣（桑原電工）、阿部誠（同）、
柏崎英治（伝書鳩）、齊藤総一

（同）、箕浦貴行（三和工業）、
岩浪真也（桑原電装）、石田英
樹（水元建設）、山本利明、菅
尚久、松田章（以上北見通運）、
西本一広（海田鋼材）、小国守

（ミズノ硝子建材）、樋口節子
（田巻美石園）

【20年勤続表彰】
　大平亨（五十嵐建設）、後藤
勝 美（斉 藤 商 店）、繪 内 健 生

（北辰工業）、天野栄（興商）、
武藤英二（桑原冷熱）、館田陽
子、石川貴浩、川又貴洋（以上
小柳中央堂）、鈴木一弘（三和
工業）、植松一人（北見第一木
材）、橋本剛志（桑原電装）、上
林孝雄（水元建設）、菅原千尋

（北見薬剤師会ミント調剤薬
局）、山田洋之（小西畜肉）、笹

木貴文（三好メディカル）、坂
下留美子（北見薄荷通商）、鶴
江孝浩（北見情報技術）、黒田
哲平（同）、中島恵理香（菓子
處大丸）、川島一之（室内装飾
工 藤）、佐 々 木 圭 介（永 田 製
飴）、林和恵（大幸建設）

【10年勤続表彰】 
　倉知栄利花（システムサプ
ラ イ）、山 際 孝 洋（三 和 シ ス
テムサービス）、堀籠正明、前
田啓樹、福田世夢、山本拓治

（以 上 北 辰 工 業）、吉 田 康 人
（興商）、深澤健太（三和工業）、

佐々木浩一（北見第一木材）、
山﨑光紀（同）、水谷侑人、新
鞍明美、八重樫亜有子、駒澤
絵里（以上桑原電装）、安藤昭
人（小柳仏壇店）、松本圭司、
白石勇、坂野聖幸、冨塚将平、
竹下弘貴、高薄恭平、佐藤康
子（以上北見通運）、庭山倫洋

（精肉の小西）、駒崎雅史（同）、
瀨戸美紀子、堀内由里香、伊
藤 寿 崇（以 上 ま ち づ く り 北
見）、野村京平（海田鋼材）、新
保有也（ミズノ硝子建材）、岡
本明（北見薄荷通商）、酒谷琢
也（大幸建設）　　  〈敬称略〉

舛川会頭から40年勤続表彰を受ける被表彰者

40
年
勤
続
６
人
含
め
73
人
を
表
彰  

会
員
事
業
所
永
年
勤
続
従
業
員
表
彰
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当
所
・
北
見
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
創
業
実
践
セ
ミ
ナ
ー
」

（
6
／
4
・
５
）
で
は
、
合
同
会
社
ふ
じ
た

経
営
企
画
代
表
社
員
の
藤
田
貴
史
さ
ん
（
中

小
企
業
診
断
士
、
社
会
保
険
労
務
士
）
が

自
身
の
起
業
や
創
業
・
経
営
支
援
業
務
を

踏
ま
え
て
助
言
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
４
回
開
催
し
27
人
が
参
加
し
た

同
セ
ミ
ナ
ー
。
本
年
度
初
の
今
回
の
受
講

者
は
定
員
を
上
回
る
13
人
。
20
代
か
ら
60

代
、
会
社
員
、
自
営
業
、
主
婦
な
ど
幅
広

い
顔
ぶ
れ
。
大
半
は
サ
ー
ビ
ス
業
で
の
開

業
を
予
定
・
計
画
。
創
業
の
心
構
え
や
始

め
る
べ
き
こ
と
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
創

業
計
画
書
作
成
の
基
礎
な
ど
の
学
び
を
通

じ
て
、
創
業
プ
ラ
ン
の
具
体
化
、
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。	

（
担
当　

竹
中 

秀
之
）　

　

当
所
・
中
小
企
業
相
談
所
主
催
の
「
働

き
方
改
革
関
連
法
の
お
さ
ら
い
・
今
年
度

の
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
」（
６
／
20
）
で
は
、

受
講
者
5
人
が
合
同
会
社
ふ
じ
た
経
営
企

画
代
表
社
員
の
藤
田
貴
史
さ
ん
か
ら
国
が

推
進
す
る
働
き
方
改
革
、
こ
れ
ら
に
基
づ

く
、
労
基
法
改
正
に
よ
る
労
働
条
件
明
示

事
項
の
追
加
や
、
建
設
業
や
自
動
車
運
転

業
等
で
猶
予
さ
れ
て
い
た
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
の
適
用
、
年
金
制
度
改
正
法
に

よ
る
社
会
保
険
の
適
用
拡
大
な
ど
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

受
講
者
は
、
講
話
に
加
え
、
質
疑
応
答

を
通
じ
て
、
働
き
方
改
革
関
連
法
改
正
の

概
要
や
実
務
の
ポ
イ
ン
ト
、
人
材
不
足
の

中
、
生
き
残
る
企
業
と
し
て
、
労
働
条
件
・

職
場
環
境
の
変
化
や
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

（
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
）
の
重
要
性
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

	

（
担
当　

安
藤 

辰
徳
）

「働き方改革関連法のおさらい・今年度の法改正のポイント」（上）、13人が受講した「創業実践セミナー」

河西建設株式
会社

舗装工事

代表取締役社長　篠　尾　和　孝

本　　社／北 見 市 花 月 町 ６ － ２
電 話（0157）61－3101番
ＦＡＸ（0157）61－3103番

プラント／北見市端野町忠志14－１
電 話（0157）56－3668番

いい部屋ネット北見店

事業承継、インボイス、さまざまな経営に係る

個別相談（無料）をご利用ください
　当所は、各種相談窓口を設け、市内事業

所の経営支援を行っています。専門家に

よる個別相談窓口（週１回）のほか、事業

承継相談室（月2回）、消費税インボイス制

度等個別相談窓口（月１回）を設置してい

ます。いずれの相談も会場は北見経済セ

ンター、無料、要・予約となっています。7

月中旬から9月までの日程は以下の通り。

お気軽にお問い合わせください（℡23－

4111）。

◆専門家による個別相談窓口
（相談員　中小企業診断士・社会保険労務

士   藤田貴史さん）

7/12・17・26、8/2・23・30、9/6・13・20・27

◆事業承継相談室
（相談員　北見サテライト担当職員）

7/24、8/7・21、9/11・25

◆消費税インボイス制度等税務個別相談窓口
（相談員　佐藤史郎税理士事務所所長　

佐藤史郎さん）

7/29、8/19、9/18

セミナー 抄 録
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〒090-0834  北見市とん田西町212番地7
TEL（0157）23-2535  FAX（0157）22-4354

〒090-1587  北 見 市 豊 地 6 9 番 地 7
TEL（0157）36-8120  FAX（0157）36-8121

【豊地事業所】

「健康経営優良法人2024」認定 会員事業所紹介⑤
初めて認定された中央防災㈱の岩本渉社長（41）にお話を伺いました

先進事例を参考に推進、６年度は健康コンテスト・がん検診
　Ｑ：健康経営優良法人（2024）に初認定され
ましたが、健康経営をどのように進めていきま
すか。
　Ａ：認定は目的でなく手段です。健康経営の
先進事例を収集・参考に自社の取り組みを考え
長期的に実践することでより良い職場環境づく
りを推進したい。
　Ｑ：平成29年に「きたみワーク・ライフ・バ
ランス認定事業所」となっていますが。
　Ａ：働きやすい職場づくりを本格的に進める
きっかけの 1 つ。仕事と子育て・介護を両立で
きる環境づくり、禁煙サポートなどに取り組ん
でいます。そのころ当社の専務取締役ががんの
発覚から２年間の闘病を経て 63 歳で亡くなり
ショックを受けました。このことは健康に意識
を向かわせました。社員の健康が売上よりも優
先されます。
　Ｑ：健康経営に取り組み、初めて分かったこ
とは。
　Ａ：アクサ生命さんに申請を勧められ健康経
営が具体化しました。アンケートや個人面談に
より、社員の健康面などの悩みや問題点がはっ
きりしました。健診結果への対応、睡眠の不足
など健康状態が分かりました。
　Ｑ：今後どのようなことを行う計画ですか。　
　Ａ：本年度から「健康コンテスト」と「がん

検診」（会社負担）を始めたい。「リフレッシュ
休暇」は工夫し実のあるものにしていきたい。現
場との調整により進めている年間休日を１日増
やす取り組みも続けたい。
　Ｑ：健康コンテストとは。
　Ａ：健康診断の数値が悪い、再検査を受ける
も変わらない社員が多い。前年との比較で改善
した社員を評価したい。具体的な内容を検討し
ていきたい。まず健診結果、健康により関心を
持ってもらうようにしたい。定年後の人生も健
康体が肝心。心身の健康と年金＋アルファの蓄
えも必要。当社の退職金は共済と会社独自の積
み立ての２本立て
としています。
　Ｑ：人材不足の
中、働きやすい職
場づくりは。
　Ａ：求人に際し
て、勤務時間を午
後３時までとする
など、子育てなど
の都合がある方も
働けるような条件
や従事する業務内
容などを検討して
います。

中央防災㈱  北見市若葉６丁目４番地２号　 ℡36-1666
［企業概要］昭和41年に創業し、オホーツク管内を中心に、消防施設工事

業を営み、消防設備・防犯設備の工事と保守点検などを行っています。消
防設備点検優良事業所。取引先は官庁・商業施設・ホテル・空港・病院・福
祉施設・工場など。現社長（３代目）は専門学校を経て20歳で入社、令和３
年に37歳で社長に就任。従業員は15人（平均年齢約40歳）。
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活
用
に
向
け
て
、
チ
ャ
ッ
ト

Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
体
験
〈
青
年
部
〉

　

青
年
部
の
６
月
例
会
が
11
日
、「
生
成
Ａ

Ｉ（
人
口
知
能
）で
探
る
企
業
力
向
上
戦
略
」

を
テ
ー
マ
に
、
会
員
61
人
の
出
席
に
よ
り
、

北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
が
講
師
と
な
り
、
ま
ず
生
成
Ａ
Ｉ

の
概
要
や
業
務
で
の
利
用
の
有
用
性
、
課

題
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。

　

こ
の
あ
と
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
生

成
Ａ
Ｉ
の
代
表
的
サ
ー
ビ
ス
の
1
つ
で
あ

る
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
（
会
話
型
Ａ
Ｉ
サ
ー

ビ
ス
）
に
よ
り
、
自
己
紹
介
文
、
北
見
市

の
マ
ス
コ
ッ
ト
の
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
、
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
な
ど
の
作
成
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

会
員
は
同
サ
ー
ビ
ス
の
利
点
・
欠
点
を

感
じ
た
り
、
業
務
効
率
化
に
向
け
た
実
践

に
思
い
を
は
せ
た
り
、
理
解
を
深
め
て
い

た
よ
う
で
す
。	

（
担
当　

武
田 

卓
）

　

女
性
会
は
6
月
15
日
、
小
学

５
・
６
年
生
を
対
象
と
し
た
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
第
27
回

環
境
フ
ェ
ア
「
く
る
る
ん
・
き

た
み
」（
駅
南
多
目
的
広
場
）

で
実
施
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
は
休
止
さ
れ
５

年
ぶ
り
の
同
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
。

市
内
３
校
か
ら
１
３
８
点
の
応

募
が
あ
り
、
入
選
作
30
（
人
）

を
選
び
表
彰
し
ま
し
た
。

　

加
藤
礼
子
会
長
は
「
あ
た
た
か
い
心
、

誠
実
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
作
品

を
見
る
こ
と
（
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
と
木
の

プ
ラ
ザ
に
展
示
）
で
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
に
つ
い
て
考
え
い
た
だ
け
れ
ば
」
な

ど
と
あ
い
さ
つ
。

　

環
境
フ
ェ
ア
を
主
催
す
る
リ
サ
イ
ク
ル

実
行
委
員
会
の
構
成
団
体
の
女
性
会
で
は

会
員
22
人
が
同
表
彰
式
と
バ
ザ
ー
を
運
営
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
頭
・
会
長
連
名
賞
の
受
賞
者
は
以
下

の
通
り
（
敬
称
略
）。

　

［
５
年
の
部
］
▼
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
・

北
見
商
工
会
議
所
会
頭
連
名
賞　

青
山
朔

士
（
緑
小
学
校
）
▼
全
国
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会
長
・
北
見
商
工
会
議
所
女
性

会
会
長
連
名
賞　

滝
口
真
衣
（
同
）

　

［
６
年
の
部
］
▼
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
・

北
見
商
工
会
議
所
会
頭
連
名
賞　

清
野
詠

人
（
緑
小
学
校
）
▼
全
国
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会
長
・
北
見
商
工
会
議
所
女
性

会
会
長
連
名
賞　

山
形
春
輝
（
美
山
小
学

校
）	

（
担
当　

池
亀 

由
基
）

環境エネルギー問題絵画コンクール
５年ぶりに実施〈女性会〉

　青年部は、８月の例会とし

て、初の「北見大盆踊り大会」

（9 日）を計画しています。

　最近は、コロナ禍の影響

により、市内の各種団体の盆

踊り（大会）も休止を

余儀なくされましたが、

その復活を市民との協

力により盛り上げ、「持

続可能な地域づくりの

一歩を踏み出す」例会

としたい考え。

　 会 場は中央 公園、

時間は午後 4 時半か

ら９時まで。やぐらを

囲み、子どもの部と大

人の部で盆踊りを存分

に楽しんでもらうもの。

舞踊コンテスト、仮装コンテ

スト（表彰）も企画。会場に

は飲食ブースも設けられます。

　当所などが後援する予定。

　 同盆踊り大会の詳細は、

同青年部ホームページで確認

ください。  （担当　武田 卓）

61人が参加した青年部の６月例会

芸術文化ホールに展示された作品
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素
人
縁
日
で
賑
わ
う
銀
座
通
り
を
横
切
る
舞
踊
パ
レ
ー
ド
（
平
17
）

64

　

第
71
回
北
見
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
が
７
月
19
、

20
の
両
日
、
５
年
ぶ
り
に
中
心
商
店
街
を

会
場
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
姉
妹
都
市
か
ら

の
ゲ
ス
ト
も
来
場
、
名
物
の
屯
田
大
綱
引

や
舞
踊
パ
レ
ー
ド
の
ほ
か
、
よ
さ
こ
い
鳴

子
踊
り
、
サ
ン
バ
、
ダ
ン
ス
な
ど
が
賑
や

か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

19
日
（
金
）
は
、
午
後
３
時
に
「
素
人

縁
日
」
が
銀
座
通
り
に
開
店
（
～
午
後
９

時
）。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
含
め
約
40
店
が
並

び
ま
す
。
開
会
式
に
続
き
、
午
後
６
時
半

か
ら
舞
踊
パ
レ
ー
ド
が
ス
タ
ー
ト
（
～
7

時
45
分
）、
24
団
体
約
１
７
０
０
人
が
参
加

す
る
予
定
。
終
了
後
、
屯
田
大
綱
引
が
２

０
０
人
に
よ
る
東
西
対
抗
戦
と
し
て
行
わ

れ
ま
す
（
午
後
7
時
45
分
～
９
時
）。

　

開
会
式
と
舞
踊
パ
レ
ー
ド
に
は
姉
妹
都

市
・
米
国
エ
リ
ザ
ベ
ス
市
か
ら
の
訪
問
団

（
ク
リ
シ
ュ
ナ
・
ガ
ー
リ
ッ
ク
保
健
福
祉
部

長
、
ジ
ェ
フ
ァ
ニ
ー
・
コ
ス
タ
商
工
会
議

所
会
頭
ら
）
が
参
加
す
る
予
定
。
同
訪
問

団
は
姉
妹
都
市
提
携
55
周
年
記
念
事
業
の

た
め
来
北
し
ま
す
。

　

20
日
（
土
）
は
、
素
人
縁
日
午
前
10
時

（
～
午
後
8
時
）
の
ほ
か
、こ
ど
も
縁
日
（
～

午
後
５
時
）、
ぼ
ん
ち
ガ
ー
デ
ン
（
～
午
後

8
時
、
中
央
公
園
）
が
そ
れ
ぞ
れ
店
開
き
。

　

午
前
11
時
か
ら
サ
ン
バ
北
見
ば
や
し
こ

ど
も
カ
ー
ニ
バ
ル
（
子
ど
も
サ
ン
バ
）、
正

午
か
ら
正
調
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
が
始
ま

り
ま
す
。
こ
ど
も
サ
ン
バ
に
は
６
団
体
約

２
０
０
人
、
よ
さ
こ
い
踊
り
は
、
姉
妹
都

市
・
高
知
市
か
ら
昨
年
に
続
き
正
調
よ
さ

こ
い
鳴
子
踊
り
普
及
振
興
会
会
員
5
人
を

は
じ
め
、
北
見
正
調
よ
さ
こ
い
振
興
会
の

会
員
ら
約
30
人
が
参
加
の
予
定
。

　

ぼ
ん
ち
ガ
ー
デ
ン
（
中
央
公
園
）
で
は

一
番
好
み
の
創
作
た
ま
ね
ぎ
料
理
に
投
票

す
る
「
た
ま
ね
ぎ
グ
ラ
ン
プ
リ
」（
市
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
飲
食
店
な
ど
16

店
参
加
予
定
）、
市
内
ダ
ン
ス
教
室
な
ど
の

チ
ー
ム
に
よ
る
ダ
ン
ス
・
イ
ベ
ン
ト
、
ぼ

ん
ち
村
（
飲
食
）
を
計
画
。
こ
ど
も
縁
日

で
は
、
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
射
的
な
ど
の

ほ
か
、
北
見
工
大
と
き
た
み
学
生
連
合
が

設
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
つ
り
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
納
涼
花
火
大
会

（
午
後
７
時
40
分
～
９
時
。
小
泉
河
川
敷
）。

４
０
０
０
発
が
北
見
の
短
い
夏
の
夜
空
を

カ
ラ
フ
ル
に
染
め
ま
す
。

　

21
日
（
日
）
に
は
、
当
所
青
年
部
が
中

心
と
な
り
、
市
民
の
参
加
も
募
り
、
会
場

の
中
心
商
店
街
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
中
止
や
縮
小
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
。
今
年
の
開
催

に
つ
い
て
、
実
行
委
員
会
が
要
望
や
展
望

を
踏
ま
え
て
検
討
し
骨
子
が
固
ま
り
ま
し

た
。「
商
工
ま
つ
り
」
を
起
源
と
す
る
ぼ
ん

ち
ま
つ
り
の
開
催
に
対
す
る
皆
さ
ま
の
ご

協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
担
当　

武
田 

卓
）

名
物
行
事
の
ほ
か
、新
た
に「
た
ま
ね
ぎ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
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当
所
が
運
営
す
る
「
北

見
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」（
北
見
経

済
セ
ン
タ
ー
２
階
、
通
称
・

ビ
ズ
サ
ポ
北
見
）
で
は
、

専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
創
業
・
開
業
か
ら
事
業

の
経
営
に
係
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
抱
え
る
中
小
企

業
経
営
者
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

　

同
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
は
事
業
提
携
先
の
中
小

企
業
基
盤
整
備
機
構
北
海

道
本
部
北
見
オ
フ
ィ
ス
と

北
海
道
知
的
財
産
情
報
セ

ン
タ
ー
北
見
サ
テ
ラ
イ
ト

が
同
居
。
同
オ
フ
ィ
ス
を

は
じ
め
、
北
見
工
大
、
金
融
機
関
、
税
務
・

法
務
機
関
と
連
携
し
て
相
談
案
件
に
応
じ

た
専
門
家
の
紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

随
時
の
窓
口
相
談
の
ほ
か
、
同
オ
フ
ィ

ス
と
の
連
携
に
よ
り
専
門
家
個
別
相
談
会

を
毎
月
第
２
・
４
月
曜
日
（
午
後
１
時
半

～
５
時
）
に
実
施
。
お
気
軽
に
ご
相
談
（
無

料
、
要
・
予
約
）
く
だ
さ
い(

℡
57-

５

６
７
７)

。	

（
担
当　

竹
中 

秀
之
）

　

当
所
は
、
会
員
事
業
所
限
定
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
会
員
事
業
所
の
Ｈ
Ｐ
紹
介
（
当

所
Ｈ
Ｐ
に
リ
ン

ク
、
現
在
約
２

０
０
社
）
と
、

企
業
経
営
の
関

連
制
度
や
コ
ロ

ナ
支
援
金
情
報

な
ど
、
各
種
情

報
の
メ
ー
ル
配

信
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
（
現
在
の
登

録
事
業
所
約
３
８
０
社
）。

　

会
社
の
Ｐ
Ｒ
や
情
報
収
集
に
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。	

（
担
当　

瀧
口 

花
帆
）　

　
共
済
・
福
祉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン  

お
礼

　

当
所
の
「
春
の
共
済
・
福
祉
制
度
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
に
対
す
る
会
員
事
業
所
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

福
祉
制
度
で
は
当
初
の
目
標
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
終
了
後
も
会
員
事
業
所
皆
さ
ま
の
福
利

厚
生
の
向
上
や
経
営
安
定
の
た
め
、
共
済
・

福
祉
制
度
の
推
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

	

（
担
当　

総
務
部
）

新入会員紹介 （入会日　令和6・4/20 ～ 6/19）

■�明治安田生命保険（相）北見営業所（横戸了一さん、中央三輪5-423-5 北
見メッセ２階、生命保険営業・損保代理店）

■�㈲タイヤ商会（澤海さん、東相内町327-11、タイヤ販売・交換・修理・産業
廃棄物の収集運搬）

■�アンニョンソウル合同会社（金昞奎さん、桜町2丁目17-1、韓国料理店・
韓国語教室）

■㈱MEN’TEL（菊地章文さん、北7条西2丁目7-8、ホテル）
■�Reinbow（山内麻美さん、若葉5丁目9-18、Webディレクター・ライター）
■�社会保険労務士やまぐち事務所（山口光浩さん、東三輪1丁目78-4、社会

保険労務士業）
■�合同会社みんなのて（澤田欣丈さん、北進町5丁目15-33、就労継続支援B

型によるパン屋）
■プラウ（佐藤正人さん、広明町189-26、道路設計・測量・設計）
■�アガルド（井上憲吾さん、高栄東町3丁目25-13、デザイン企画制作全般・

グラフィック・プランディング・WEB・写真撮影・動画撮影・映像編集）　
■モーリー㈱（森谷尚也さん、美山町南1丁目1-203、舗装工・外構工事）
■Sweets factory GRAN（浦田未鈴さん、柏陽町28-3、菓子製造・販売）
■�㈱北道建設（片川政一さん、美芳町9丁目8-7、一般土木・一般除雪・排雪

業務）
■�合同会社トラスト（金田景介さん、小泉397-11、居宅介護支援〈ケアマネ

ジャー〉）
■�㈱HKドリーム（中振恵梨さん、山下町1丁目1-9 MUSAビルB1、スナッ

ク・バー）

ご入会ありがとうございます

〈ビズサポ北見〉
創業・開業・経営課題に対応

会
員
事
業
所
限
定  

約
３
８
０
社
登
録

　
各
種
情
報
メ
ー
ル
配
信

北見商工会議所報　第172号
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編
集
後
記

会員増強運動中 !
～非会員に入会をお勧めください～

　皆さまは、いかがお過ごしでしょうか。

　私の春は、趣味のスポーツフィッシングや

山菜採り、家族で花見に出かけるなど仕事

を頑張りつつ満喫した日々 を過ごしておりま

した。

その反面、今年の花粉の飛散量が多く感じ

るほど、鼻水や目のかゆみに悩まされる毎日

に、「目の洗浄」や「鼻うがい」などの対策でリフレッ

シュしておりましたが、毎年のことながら花粉症の私

には辛い春でもありました。

　季節も春から夏へ移り変わり、今夏も平均気温が

高い予測がなされておりますね。昨年の道内は猛暑

日が続き、北見市では８月に37度を超えるなど非常に

暑かった日々 の記憶が思い出されます。

　夏本番を前に、品不足で昨年に購入できなかった

首元を冷やすアイテムを娘に早 に々ねだられ購入。暑

さ対策も万全にお祭りや花火大会、キャンプを楽しみ

たいですね。

　皆さまもご自愛いただき夏をお楽しみください。

春から夏へ　暑さ本番

◆11日　三役会

◆12日　専門家個別経営相談（17日・26日）

◆17日　エリザベス市訪問団表敬

◆19日　第71回北見ぼんちまつり（20日）

◆24日　三役会、事業承継相談室

◆25日　知財に関する無料相談会

◆26日　議員会親睦パークゴルフ大会

◆29日　税務個別相談窓口

◆２日　専門家個別経営相談（23日・30日）

◆７日　三役会、事業承継相談室（21日）

◆19日　税務個別相談窓口

◆20日　議員会親睦ゴルフ大会

◆26日　三役会

　 令 和 ３ 年 ４ 月、
「FiLL Leather Works
（フィルレザーワー

クス）」の店名・ブラ
ンド名で、ダーツ関
連グッズをはじめ
革製品の製造・販売
を始めた後藤嘉之

さん（34）。北見出身で、市内ダーツバーのインスト
ラクターも務め、ダーツ歴16年。ダーツケースを自
作したのが革製品製造のきっかけ。コロナ禍の中、
独学で技術を学び試作し商品化、ネットなどで受
注生産を開始。４年３月に開店したダーツバー

「FiLL（フィル）」にレザークラフト工房を併設。マ
クドナルドの社員として道内各地に勤務し店舗運
営も学んだ後藤さん。ダーツバーの経営は夢の１
つでした。さらに「アミューズメント、遊びのある
飲食店を提供したい」とポーカーが楽しめる飲食
店の開店計画を煮詰めています。

北見市北4条西4丁目2 スターライトビル１階　℡88-1035

　水谷整骨院の水谷隆人院長（62）は網走出身。「山
にはまった」大学を卒業後、手に職をと専門学校を
経て柔道整復師として札幌で病院に勤務したのち
独立、平成９年に現在地で同整骨院を開院。北斗高
ラグビー部の部員も通うようになり「花園」にも同
行。患者は少子高齢化により学生より高齢者が多
くなったほか、親子２代、３代というケースも。北
海道柔道修復師会北見ブロック会長として「医学
的知識を広めていきたい」と医師を招いた研修会
も企画し「医接連携」を推進。学術大会での論文発
表は３回（１回は全国へ）。長男も柔道整復師（＋鍼
灸師）として札幌
の病院に勤務。「良
くなりましたと言
われるとうれしい。
体が続く限り、喜
んでいただけるよ
う精進していきた
い」。

北見市朝日町48-635　℡26-3217

ダーツ関連革製品を製造・販売、ダーツバーに併設

FiLL Leather Works
札幌で独立し平成9年に北見へ、患者は親子2代・3代も

水谷整骨院
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発行所　北見商工会議所　北見市北3条東1丁目2　TEL（0157）23-4111　FAX（0157）22-2282
ホームページ  http://kitamicci.or.jp/　メ ー ル  info@kitamicci.or.jp　
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